
１．事業概要

令和２年度 個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

【路河川名】国462号 坂原工区（琴平大橋）
【事業箇所】藤岡市坂原地内
【概要】綱方杖ラーメン橋 L=114m
藤岡市坂原地区を走る国道４６２号は、藤岡市と神流町及び上野村を結ぶ唯
一の幹線道路であり、第１次緊急輸送路になっている。昭和３０年代後半に下
久保ダム建設時に付け替えられたこの道路は、ダム湖沿いの山裾を地形に
沿って、曲がりくねりながら通っている道路であるため、見通しが悪く、安全性、
快適性及び利便性を損ねている。

このため、より早く、より安全で快適に人や物を運ぶため、５つの新設橋梁等
による線形改良を実施している。

２．現場の特徴【ステップ１】

・自然が豊かな山間部であり、眺望景観が臨める。
・ダム湖を跨ぐ橋からダム湖水面に映る逆さ新緑や逆さ紅葉が望める。
・神流町や上野村の主要観光地へアクセスする道路。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
ダム湖周辺の新緑や紅葉を見せるほか、ダム湖水面に映る「逆さ新緑」や「逆さ紅葉」を見せる。

②どこから現場自体を見せるのか
琴平大橋の上から見せる。また、旧道となる道路から琴平大橋とともに自然景観を見せる。

③目指すべき目標像
神流町及び上野村の主要観光地へアクセスする道路として、周辺と調和する眺望景観を確保するとと
もに、また訪れたくなる、走りたくなる道路を創出する。

４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

事業名：国道４６２号坂原工区（琴平大橋）

区分

道路（郊外部）

琴平大橋付近から眺めることができるダム湖の風景

所属･係名 藤岡土木事務所・工務係

防護柵・照明の色彩はグレーベージュで統一している。
視界を遮るものが無いため、走行する車両からダム湖や山
並みを望むことができる。

上部工形式は、鋼方杖ラーメン橋
耐候性鋼材を使用しているが、桁端部はダークブラウン色
で塗装をしており、周辺景観との調和に配慮している。

至 鬼石

至 万場

至 万場

至 鬼石


